
��

　
上
の
二
枚
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
戦
前
、
部
落
解
放
運
動
を
担
っ
た
全
国
水

平
社
の
県
内
で
の
活
動
を
跡
づ
け
る
も
の
で
す
。
ち
ら
し
・
ポ
ス
タ
ー
な

ど
の
広
報
資
料
は
、
大
量
に
作
成
さ
れ
配
付
さ
れ
る
も
の
の
、
瞬
時
に
姿

を
消
し
て
い
く
の
が
常
で
す
が
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
保
存
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
歴
史
の
一
断
面
を
物
語
る
貴
重
な
史
料
と
な
り
ま
し
た
。�

　
右
の
ポ
ス
タ
ー
は
全
国
水
平
社
広
島
県
大
会
に
関
す
る
も
の
で
す
が
、

中
央
委
員
長
松
本
治
一
郎
の
演
説
に
宣
伝
の
重
点
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。

大
会
は
参
加
者
二
〇
〇
人
の
盛
況
で
、
生
活
権
防
衛
、
部
落
改
善
費
獲

得
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
戦
線
統
一
な
ど
を
決
議
し
ま
し
た
。
文
字
情
報
は
少

な
い
も
の
の
、
ポ
ス
タ
ー
か
ら
は
運
動
に
携
わ
る
人
々
の
気
迫
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
で
す
。�

　
左
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
日
中
戦
争
後
、
水
平
社
が
戦
争
協
力
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
時
期
の
も
の
で
す
。｢

融
和
建
設･

時
局
打
開｣

と
い
う
標
語
に
、
こ

の
時
期
の
水
平
社
の
路
線
が
現
れ
て
い
ま
す
。
日
中
戦
争
の
行
き
詰
ま
り

を
国
民
一
致
の
協
力
に
よ
り
打
開
し
よ
う
、
そ
の
た
め
に｢

国
民
融
和｣

が

必
要
と
の
論
法
で
、
水
平
運
動
の
存
続
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
戦
争
協
力
と
部
落
解
放
と
い
う
矛
盾
し
た
目
的
を
結
び
つ
け
る
こ

と
は
不
可
能
で
、
戦
時
下
の
強
い
圧
力
の
下
で
水
平
社
の
活
動
は
退
潮
し
て

い
き
ま
す
。
左
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
そ
う
し
た
時
期
の
雰
囲
気
を
右
の
ポ
ス

タ
ー
と
対
照
的
な
形
で
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
（
安
藤
福
平
）�

　
福
島
町
一
致
協
会
　
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）、
広
島
市
福
島
町
で
組
織

さ
れ
た
自
主
的
部
落
改
善
団
体
。
同
会
が
建
設
し
た
会
館
は
、
地
域
住
民
の

拠
点
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
も
た
れ
た
。�
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れ
た
説
得
力
の
あ
る
話
に
多
く
の
参
加
者
が
熱
心
に

聞
き
入
っ
た
。�

�
�

�

〈
行
政
文
書
分
科
会
〉�

　
午
後
の
行
政
文
書
分
科
会
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
市
町
村
に
お
け
る
行
政
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題

パ
ー
ト
Ⅱ
」
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
東
城

町
高
藤
幸
盛
氏
、
東
広
島
市
井
林
宏
司
氏
、
文
書
館

安
藤
福
平
、
同
数
野
文
明
が
参
加
し
た
。�

　
井
林
氏
は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
過

と
維
持
管
理
の
取
組
み
を
報
告
さ
れ
た
。
と
く
に
フ

ァ
イ
リ
ン
グ
ク
ラ
ー
ク
と
い
う
文
書
管
理
の
実
務
担

当
者
を
各
課
に
配
置
し
て
全
庁
的
な
文
書
管
理
を
実

効
あ
る
も
の
に
し
た
内
容
に
関
心
が
集
ま
っ
た
。
　

　
高
藤
氏
は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
維

持
に
際
し
て
の
問
題
点
を
具
体
的
に
報
告
さ
れ
た
。

表
面
に
出
な
い
仕
事
だ
け
に
文
書
管
理
担
当
者
の
人

事
配
置
が
困
難
な
こ
と
や
、
シ
ス
テ
ム
維
持
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
注
げ
な
い
た
め
文
書
管
理
が
徹
底
で
き
な

い
こ
と
な
ど
、
文
書
管
理
を
刷
新
し
よ
う
と
す
る
町

村
に
共
通
す
る
「
困
難
性
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。�

　
文
書
館
は
県
内
八
市
町
村
を
調
査
し
、
文
書
管
理

の
実
態
を
ビ
デ
オ
に
よ
り
報
告
し
た
。
ま
た
県
内
全

市
町
村
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
文
書
管

理
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
そ
の
な
か
で
情
報
公
開�

の
制
度
を
優
先
し
、
文
書
管
理
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
町
村
の
実
態
と
、
急
い
で
改
善
し
よ
う
と
す
る
あ

ま
り
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
安
易
に
導
入
さ

れ
、
整
理
と
い
う
名
目
で
、
歴
史
資
料
と
し
て
残
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
公
文
書
の
廃
棄
が
行
わ
れ
る
危

険
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。�

　
最
後
に
、
広
島
県
市
町
村
公
文
書
保
存
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
準
備
会
の
立
ち
上
げ
を
提
案
し
た
。
そ
の
際
、

市
町
村
の
公
文
書
保
存
に
向
け
た
情
報
媒
体
と
し
て

「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ  

Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
を
作
成
配
布
し
た
。�

　
今
年
十
回
目
を
迎
え
た
行
政
文
書
・
古
文
書
保
存

管
理
講
習
会
が
、
十
月
十
九
日（
火
）に
広
島
県
情
報

プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
。
午
前
に
共
通
の
講
演
会
、
午

後
に
各
分
科
会
を
お
こ
な
っ
た
。�

　
講
演
は
、
元
藤
沢
市
文
書
館
館
長
の
高
野
修
氏
に

「
情
報
公
開
の
時
代
に
お
け
る
市
町
村
の
資
料
保
存

と
文
書
管
理
の
課
題
」
と
題
し
て
お
願
い
し
た
。�

　
高
野
氏
は
、「
行
政
記
録
は
行
政
事
務
の
過
程
で

作
成
さ
れ
た
公
共
財
産
で
あ
り
、
地
域
住
民
と
の
共

有
財
産
で
あ
る
。
勝
手
に
廃
棄
せ
ず
、
行
政
的
な
判

断
と
は
別
の
観
点
か
ら
行
政
記
録
の
保
存
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、「
情
報
公
開
と
い
う
時
代

の
要
求
が
あ
っ
て
も
地
方
自
治
体
の
文
書
管
理
と
保

存
は
不
十
分
で
あ
る
。
地
域
住
民
と
の
共
有
財
産
と

し
て
の
行
政
文
書
を
民
主
的
社
会
の
礎
（
い
し
ず
え
）

と
し
て
管
理
保
存
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
各
市
町
村

の
緊
急
の
課
題
だ
」
と
指
摘
さ
れ
た
。�

�
  最

後
に
高
野
氏
は
現
用
段
階
か
ら
公
文
書
を
管
理

す
る
藤
沢
市
文
書
館
の
事
例
を
あ
げ
、「
文
書
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
一
貫
し
た
保
存
管
理
シ
ス

テ
ム
」
の
重
要
さ
を
説
き
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た

め
に
も
、
文
書
館
を
各
自
治
体
で
設
立
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
力
説
さ
れ
た
。
豊
富
な
体
験
に
裏
づ
け
ら�



― 3 ―�

広島県立文書館だより�15号�

�
〈
古
文
書
分
科
会
〉�

　
古
文
書
分
科
会
で
は
、
ま
ず
東
広
島
市
教
育
委
員

会
の
藤
岡
孝
司
氏
か
ら
、「
文
化
財
基
礎
調
査
（
古

文
書
）
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
同
市
で
平
成
九

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
古
文
書
の
所
在
調
査
に
つ

い
て
そ
の
方
法
や
問
題
点
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た

だ
い
た
（
次
号
掲
載
予
定
）。
　�

　
つ
づ
い
て
西
村
晃
研
究
員
が
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン

ト
を
行
っ
た
。�

���

　
平
成
十
一
年
六
月
二
十
九
日
（
火
）、
広
島
県
西

部
地
方
は
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
甚
大
な
被
害
を

出
し
た
。
こ
の
被
害
は
文
化
財
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
前
身
の
寺
院
が
大
同
年
中
（
八
〇
六
〜
八
〇
九
）

創
建
と
い
う
、
佐
伯
郡
大
柿
町
大
原
の
曹
洞
宗
寺
院
、

宝
持
寺
の
裏
山
が
突
然
崩
れ
、
本
堂
を
は
じ
め
と
し

て
ほ
ぼ
全
壊
し
た
。�

　
県
立
文
書
館
は
文
化
財
保
存
の
た
め
の
緊
急
措
置

を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
幸
い
に
も
文
化

財
保
存
修
復
学
会
会
員
で
表
具
師
の
久
保
隆
史
氏
の

呼
び
か
け
と
努
力
に
よ
り
、
七
月
二
十
五
日（
日
）、

現
地
で
文
化
財
の
救
助
・
保
存
活
動
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
集
ま
っ
た
の
は
広
島
大
学
教
員
、
学�

生
一
二
名
、
高
校
教
員
な
ど
総
勢
二
一
名
で
あ
っ
た
。�

　
当
日
は
、
久
保
氏
の
指
導
に
よ
り
、
記
録
を
取
り

な
が
ら
経
典
類
や
仏
像
な
ど
の
泥
を
落
と
し
、
カ
ビ

を
防
止
す
る
た
め
の
エ
タ
ノ
ー
ル
液
噴
霧
、
さ
ら
に

仏
画
類
に
は
巻
き
込
み
に
よ
る
固
着
を
防
ぐ
た
め
レ

ー
ヨ
ン
紙
の
相あ

い

紙し

を
入
れ
る
な
ど
の
措
置
を
施
し
、

段
ボ
ー
ル
等
に
詰
め
替
え
た
。�

　
救
出
で
き
た
の
は
、
一
九
一
三
年
勧
請
の
大
般
若

経
六
〇
〇
巻
と
金
剛
経
四
〇
巻
、
檀
家
帳
や
書
籍
類

段
ボ
ー
ル
三
箱
分
、
仏
画
類
五
〇
余
点
、
仏
像
二
六

体
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
前
の
所
在

調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
救
出
で
き
な
か
っ
た

文
化
財
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。�

　
平
成
五
年
八
月
、
大
豪
雨
で
泥
を
か
ぶ
っ
た
山
口

県
防
府
市
阿
弥
陀
寺
の
大
般
若
経
（
鎌
倉
期
の
奥
書

あ
り
）
に
対
し
て
、
カ
ビ
の
広
が
り
を
防
ぐ
た
め
真

空
凍
結
乾
燥
法
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
後
修
復
を
受
け

る
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
。
今
回
も
真
空
凍
結
乾
燥

法
を
用
い
る
べ
く
、
冷
凍
保
管
が
可
能
な
冷
凍
庫
を

あ
た
っ
た
が
、
緊
急
な
こ
と
で
確
保
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
結
局
は
写
真
の
よ
う
に
湿
っ
た
ま
ま
、

十
分
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
経
典
類
が
い

く
つ
か
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
広
島
市
西
区

の
田
中
倉
庫
運
輸
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、
被
災
資
料

を
冷
凍
保
管
で
き
る
体
制
は
と
り
あ
え
ず
整
っ
た
。�

し
か
し
な
が
ら
、
真
空
凍
結
乾
燥
機
の
整
備
に
つ
い

て
は
今
な
お
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。�

　
今
回
の
事
例
か
ら
今
後
に
向
け
て
い
く
つ
か
の
課

題
が
残
っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ

取
り
組
み
を
普
段
か
ら
実
施
し
、
地
域
資
料
の
重
要

性
を
住
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。
近

現
代
文
書
や
写
真
・
フ
ィ
ル
ム
等
を
含
む
民
間
の
古

文
書
等
（
文
化
財
未
指
定
の
も
の
）
は
見
過
ご
さ
れ

が
ち
で
、
十
分
な
所
在
調
査
も
行
わ
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。
こ
れ
で
は
被
災
し
た
場
合
、
救
出
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
所
蔵
者
と
地
域
住
民
と
の
連

携
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
所
蔵
者
と
自
治
体
、

資
料
保
存
機
関
と
が
日
常
的
な
連
絡
体
制
を
つ
く
り
、

非
常
時
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

被
災
資
料
を
救
出
す
る
場
合
に
は
緊
急
な
対
応
が
必

要
で
あ
り
、
文
化
財
救
出
の
た
め
の
自
治
体
担
当
部

局
や
民
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
作
り
が
望
ま
れ
る
。�
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江
戸
時
代
の
広
島
藩
領
内
は
鶴
や
鴨

が
た
く
さ
ん
飛
来
し
、
今
や
日
本
種
は

絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
朱と

鷺き

も
沿
岸
部
の

人
家
近
く
で
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。�

　
鷹
狩
り
は
猛も

う

禽き
ん

類
の
鷹た

か

・は
や隼ぶ
さ

・
鷲わ

し

な

ど
を
馴
養
し
て
、
こ
れ
ら
が
常
食
と
す

る
鳥
や
獣
を
捕
捉
さ
せ
る
狩
猟
で
あ
る
。

古
代
か
ら
天
皇
を
は
じ
め
貴
族
の
遊
戯

と
し
て
行
わ
れ
、
織
田
信
長
や
徳
川
家

康
、
江
戸
時
代
に
は
綱
吉
を
除
く
歴
代

の
徳
川
幕
府
の
将
軍
の
ほ
か
、
諸
大
名

に
も
多
く
の
マ
ニ
ア
が
い
た
。�

　
鷹
狩
り
の
最
高
級
の
獲
物
は
鶴
で
あ

っ
た
。
鶴
は
古
来
高
貴
で
端
正
な
霊
鳥

と
さ
れ
、
江
戸
時
代
鶴
の
捕
獲
は
朝
廷
・

将
軍
・
大
名
の
特
権
で
、
捕
獲
し
た
鶴

は
将
軍
家
か
ら
朝
廷
へ
、
ま
た
諸
大
名

か
ら
将
軍
へ
の
献
上
品
と
し
て
重
宝
さ

れ
た
。
逆
に
庶
民
は
、
鶴
が
田
畑
に
降

り
立
ち
耕
作
物
を
荒
ら
し
て
も
追
い
払

う
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。�

　
将
軍
・
大
名
の
鷹
な
ど
を
預
か
り
、

飼
育
・
訓
練
を
担
当
す
る
の
が
鷹た

か

匠じ
ょ
う

で

あ
る
。
鷹
匠
は
高
度
に
専
門
化
さ
れ
た

技
術
職
で
あ
る
た
め
世
襲
さ
れ
る
場
合

が
多
か
っ
た
。
広
島
城
下
に
藩
の
鷹
匠�

が
住
居
し
た
鷹
匠
町
（
現
広
島
市
中
区

本
川
町
な
ど
）
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も

知
れ
る
よ
う
に
、
広
島
藩
主
浅
野
家
歴

代
も
鷹
狩
り
を
好
ん
だ
。�

　
奥
田
氏
は
、
馬
術
に
秀ひ

い

で
た
初
代
奥

田
久
右
衛
門
重
珍
が
和
歌
山
で
浅
野
長

晟
に
仕
官
し
、
そ
の
後
主
家
に
随
っ
て

広
島
に
移
り
、
以
後
九
代
に
わ
た
っ
て

浅
野
氏
に
仕
え
た
。
と
く
に
二
代
彦
兵

衛
珍
富
の
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
か

ら
八
代
半
之
助
珍
英
の
弘
化
三
年
（
一

八
四
六
）
頃
ま
で
、
将
軍
徳
川
綱
吉
の

生
類
憐
れ
み
の
令
な
ど
の
一
時
期
を
除

く
約
二
百
年
間
に
わ
た
っ
て
代
々
浅
野

家
の
鷹
匠
役
を
勤
め
た
。
な
か
で
も
六

代
惣
右
衛
門
繁
成
は
、
鷹
術
の
奥お

う

義ぎ

を

極
め
た
名
人
と
称
せ
ら
れ
た
。
そ
の
子

角
馬
珍
高
は
、
父
と
自
分
が
鷹
匠
と
し

て
受
け
た
栄
誉
を
子
孫
に
伝
え
た
い
と
、

奥
田
家
歴
代
の
断
片
的
な
記
録
に
親
子

の
事
跡
を
加
え
て
ま
と
め
た
「
系
図
伝

記
」
を
残
し
て
い
る
。�

　
そ
れ
に
よ
り
繁
成
の
事
跡
を
ま
と
め

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
宝
暦
三
年

（
一
七
五
三
）
二
七
歳
の
と
き
、
主
君

宗む
ね

恒つ
ね

の
面
前
で
黒
鶴
を
捕
獲
し
た
の
を

は
じ
め
、
生
涯
に
鶴
を
四
度
も
捉と

ら

え
た

こ
と
。
②
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
五

八
歳
の
と
き
、
江
戸
に
上
っ
て
将
軍
の

御
鷹
師
範
（
大
宮
流
）
原
田
三
野
右
衛

�

い
獲
物
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

鷹
狩
り
で
は
雌
が
尊
ば
れ
た
）
が
六
代

藩
主
宗む

ね

恒つ
ね

の
拳
か
ら
飛
び
立
っ
て
鶴
を

捉と
ら

え
る
図
、
も
う
一
つ
は
七
代
藩
主
重し

げ

晟
あ
き
ら

の
命
で
繁
成
自
身
が
弟だ

鷹い

を
放
ち
鶴

を
捉
え
る
図
で
、
こ
れ
に
諏
訪
流
鷹
術

の
元
祖
大
宮
蔵
人
源
政
頼
の
肖
像
を
加

え
三さ

ん

幅ぷ
く

対つ
い

と
し
た
。
絵
は
土
佐
派
の
絵

師
香
川
宗そ

う

碩せ
き

に
描
か
せ
、
そ
の
讃
を
頼

万
四
郎
惟た

だ

柔な
ご

（
杏き

ょ
う

坪へ
い

）
に
依
頼
し
て
完

成
し
た
。�

　
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
の
は
、
寛

延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
比ひ

治じ

山
で
捕

ら
え
ら
れ
、
奥
田
繁
成
に
よ
っ
て
訓
練

さ
れ
た
弟
隼
で
あ
っ
た
。
同
年
に
城
下

国こ
く

泰た
い

寺じ

新
開
で
白
鳥
な
ど
を
、
宝
暦
三

年
（
一
七
五
三
）
に
は
豊
田
郡
松
江
村

（
現
三
原
市
）
で
鶴
を
捕
獲
し
、
藩
主

宗
恒
に
よ
っ
て
「
鶴
捉
」
と
名
付
け
ら�

門
督あ

き

利と
し

の
門
人
と
な
り
、
鷹
術
の
奥
義

秘
伝
を
授
か
り
印い

ん

可か

を
得
た
こ
と
。
③

天
明
五
年
、
津
和
野
藩
主
亀
井
隠
岐
守

に
乞
わ
れ
て
、
同
藩
士
三
人
に
鷹
術
を

指
南
し
、
津
和
野
藩
主
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
謝
礼
を
い
た
だ
い
た
こ
と
。
こ
れ
は

異
例
の
こ
と
で
、
藩
主
浅
野
家
に
と
っ

て
も
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
④
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
六
三

歳
の
と
き
、
豊
田
郡
佐さ

木き

島
（
現
三
原

市
）
で
捕
獲
し
た
隼
の
雛
三
羽
を
三
人

の
弟
子
に
預
け
、
育
て
方
の
秘
術
を
伝

授
し
た
。
こ
の
う
ち
一
羽
は
鶴
を
捉
え

る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
後
進

の
育
成
に
努
め
た
こ
と
で
あ
る
。�

　
奥
田
繁
成
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九

三
）、
自
身
が
鷹た

か

匠じ
ょ
う

と
し
て
主
君
に
仕

え
て
き
た
な
か
で
最
も
名
誉
な
二
つ
の

事
跡
を
絵
に
し
て
子
孫
に
伝
え
る
こ
と

を
思
い
立

っ
た
。
そ

の
一
つ
は

繁
成
が
仕

入
れ
た
弟

隼
（
雌
隼
、

鷹
の
仲
間

で
は
雌
が

雄
よ
り
も

大
き
く
、

よ
り
大
き

�

一
銀
百
五
拾
目
　
奥
田
彦
市�

�

　
右
昨
廿
五
日
御
預
ケ
之
御
鷹�

　
御
拳
ニ
而
鶴
捉
候
ニ
付�

　
為
二

御
褒
美
一

被
レ

下
レ

之�

と
ら
え�

ご

ほ

う

び

と

し

て

こ

れ

を

く

だ

さ

る

�

写

真

１

�
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れ
た
。「
鶴
捉
」
は
そ
の
年
川
田
新
開

（
現
西
区
福
島
町
）
で
藩
主
宗
恒
の
拳

か
ら
飛
び
立
っ
て
鶴
を
捉
え
、
翌
年
に

も
観
音
新
開
か
ら
飛
び
立
っ
た
鶴
を
竹

屋
新
開
で
捕
獲
し
た
。
こ
れ
ら
の
功

に
よ
っ
て
繁
成
は
藩
主
か
ら
度
々
褒

美
を
い
た
だ
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。�

　
写
真
１
は
宝
暦
三
年
に
藩
主
宗
恒
か

ら
い
た
だ
い
た
御
褒
美
の
目
録
で
あ
る
。

当
時
の
米
価
は
一
石
が
約
銀
五
〇
目
で

あ
る
の
で
、
現
在
の
米
価
を
一
石
八
万

円
と
し
て
計
算
す
る
と
、
銀
一
五
〇
目

は
二
四
万
円
と
な
る
。�

 

さ
て
、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）、

繁
成
の
息
子
珍
高
が
、
前
藩
主
浅
野
重

晟
の
弟
で
、
藩
主
斉な

り

賢か
た

の
叔
父
に
当
た

る
友
之
助
長な

が

包か
ぬ

の
求
め
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
の
掛
物
を
お
見
せ
し
由
来
に
つ
い
て

説
明
し
た
と
こ
ろ
、
鷹
が
鶴
を
捉
え
る

勢
い
が
宜
し
く
な
い
の
で
、
子
孫
に
伝

え
る
宝
物
と
な
る
よ
う
描
き
替
え
て
は

ど
う
か
と
沙
汰
が
あ
り
、
絵
は
正
岡
順

蔵
春
清
に
、
讃
は
儒
学
者
梅
岡
文
平
之

清
に
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
表
装
用
の

生
地
も
長
包
か
ら
拝
領
し
、
完
成
し
た

三
幅
は
子
々
孫
々
奥
田
家
に
伝
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。�

知
行
地
の
う
ち
佐
伯
郡
和わ

田だ

村
（
現

佐
伯
郡
湯
来
町
）
に
は
、
広
島
藩
指
定

の
湯
治
場
と
し
て
発
展
し
た
湯
の
山
温

泉
が
あ
り
、
永
ら
く
腹
痛
な
ど
に
悩
ま

さ
れ
て
き
た
当
時
六
三
歳
の
珍
高
は
さ

っ
そ
く
湯
治
に
で
か
け
て
い
る
。
鷹
匠

と
し
て
活
躍
し
て
き
た
珍
高
に
対
す
る

藩
主
斉な

り

賢か
た

の
思
い
や
り
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。  �

　
鷹
匠
と
し
て
の
奥
田
家
は
八
代
珍
英

で
途
絶
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
奥
田
家

の
家
名
を
継
い
だ
珍
造
は
、
幕
末
に
は

御
膳
番
役
と
な
り
、
浅
野
家
の
料
理
の

世
話
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

明
治
維
新
後
は
広
島
県
に
出
仕
し
、
厳

島
神
社
の
禰ね

宜ぎ

や
第
一
大
区
区
長
を
勤

め
た
後
、
家
督
を
譲
っ
て
上
京
、
明
治

三
一
年
（
一
八
九
八
）
ま
で
執
事
と
し

て
浅
野
家
に
仕
え
た
。�

　
父
親
の
事
跡
を
絶
賛
す
る
掛
物
を
藩

主
の
叔
父
か
ら
拝
領
し
た
こ
と
は
、
当

時
の
一
藩
士
と
し
て
は
た
い
へ
ん
な
名

誉
で
あ
り
、
想
像
を
絶
す
る
異
例
な
こ

と
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
残

念
な
が
ら
、
現
在
こ
れ
ら
の
掛
物
は
奥

田
家
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。�

　
な
お
、
奥
田
家
は
六
代
繁
成
ま
で
は

最
高
四
〇
石
三
人
扶
持
の
切き

り

米ま
い

取
り
で

あ
っ
た
が
、
親
子
の
鷹
匠
と
し
て
の
活

躍
が
認
め
ら
れ
七
代
角
馬
珍
高
は
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
一
三
〇
石
を

拝
領
し
知
行
取
り
と
な
っ
た
。
歴
代
最

高
の
知
行
は
八
代
半
之
助
珍
英
の
一
八

〇
石
で
あ
る
。�

　
切
米
取
り
は
藩
庫
か
ら

給
米
を
受
け
取
る
が
、
禄

高
一
〇
〇
石
以
上
の
知
行

取
り
に
な
る
と
、
指
定
さ

れ
た
領
内
の
知
行
地
か
ら

直
接
納
入
さ
れ
る
年
貢
米

を
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
。

切
米
取
り
と
知
行
取
り
と

で
は
同
じ
広
島
藩
の
侍じ

士

で
も
格
式
が
大
き
く
異
な

る
の
で
あ
る
。�

　
写
真
２
は
珍
高
が
文
化

一
三
年
に
改
め
て
藩
主
斉

賢
か
ら
拝
領
し
た
知
行
目

録
で
あ
る
。
珍
高
が
得
た�

期間：６月～10月�
　　　毎月第２・４土曜日�
　　　合計10回�
会場：広島県情報プラザ研修室�
定員：80名�
申込：往復ハガキで県立文書館��
　　　まで。多数の場合は抽選。�

　
　
　  

覚�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
芸
国
佐
伯
郡�

一
高
四
拾
石
四
斗
六
升
九
合
　
　
　
　
　
和
田
村
之
内�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
国
豊
田
郡�

一
高
四
拾
三
石
弐
斗
六
升
壱
合
　
　
　
　
清
武
村
之
内�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
国
賀
茂
郡�

一
高
五
拾
壱
石
弐
斗
升
升
　
　
　
　
　
　
乃
美
尾
村
之
内�

　
　
　
高
合
百
三
拾
五
石�

　
右
為
二

支
配
一

遣
レ

之
、
全
可
レ

令
二

領
知
一   

   

レ

之
、
重
而�

　
出
二

折
紙
一

可
レ

取
二

替
此
墨
付
一

者
也�

文
化
十
三
年
二
月
朔
日
（
浅
野
斉
賢
黒
印
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
田
角
馬
と
の
へ�

し
は
い
の
た
め
こ
れ
を
つ
か
わ
す�

お
り
が
み
を
だ
し
こ
の
す
み
つ
け
を
と
り
か
え
る
べ
き
も
の
な
り�

ま
っ
た
く
こ
れ
を
り
ょ
う
ち
せ
し
む
べ
し�

か
さ
ね
て�

写

真

２

�

し�
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古
文
書
を
保
存
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
史
料

保
存
機
関
で
は
、
何
ら
か
の
装
備
を
施
す
の
が
普
通

で
あ
る
。
こ
の
装
備
は
、
何
よ
り
も
史
料
の
保
存
（
保

護
）
の
た
め
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
装
備
が
選
択

さ
れ
る
か
は
、
利
用
の
し
や
す
さ
や
、
か
け
ら
れ
る

手
間
な
ど
を
考
え
た
う
え
で
決
ま
る
も
の
で
あ
る
。�

　
最
も
一
般
的
で
手
間
が
か
か
ら
な
い
方
法
は
、
古

文
書
を
一
点
ず
つ
封
筒
に
入
れ
る
と
い
う
方
法
で
あ

る
。
現
に
当
館
で
も
こ
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。�

　
こ
の
場
合
、
と
か
く
問
題
に
な
る
の
は
、
ど
の
よ�

肢
が
あ
る
。
こ
れ
は
書
架
の
構
造
や
仕
様
に
も
規
定

さ
れ
る
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
蔵
機
関
の
実

情
に
合
わ
せ
て
選
択
す
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
当

館
で
は
、
文
書
保
存
箱
を
使
用
し
て
い
る
（
写
真
２
）。�

　
と
こ
ろ
で
、
封
筒
に
入
れ
る
と
い
う
方
法
は
、
文

書
の
保
護
と
い
う
点
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
最
善
で

は
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
弱
点
は
出
し
入
れ
（
特

に
入
れ
る
際
）
に
現
れ
る
。
古
文
書
に
虫
喰
い
な
ど

の
破
損
箇
所
が
あ
る
と
、
入
れ
る
際
に
封
筒
の
縁
に

引
っ
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。
慎
重
に
や
れ
ば
済
む
こ

と
で
あ
る
が
、
一
般
の
利
用
を
前
提
に
し
て
い
る
以

上
、
十
全
を
期
す
こ
と
は
難
し
い
。
封
筒
に
入
れ
る

の
は
文
書
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と

で
文
書
を
傷
め
る
の
で
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。�

　
こ
の
欠
点
を
補
う
簡
単
な
方
法
は
、
紙
の
鞘
（
当

て
紙
）
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
枚
の
紙
を
折

り
、
文
書
を
そ
れ
に
挟
め
ば
封
筒
へ
の
出
し
入
れ
は

か
な
り
安
全
に
行
え
る
（
写
真
３
）。�

　
し
か
し
、
相
当
な
厚
み
の
あ
る
立
体
的
な
文
書
で

�

う
な
サ
イ
ズ
・
形
態
の
封
筒
を
用
意
し
た
ら
い
い
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
に
入
れ
る
古
文
書

類
の
形
態
に
よ
る
の
で
、
実
際
に
保
存
し
よ
う
と
し

て
い
る
古
文
書
を
調
査
し
た
上
で
決
め
る
ほ
か
な
い
。

た
い
て
い
は
、
大
き
さ
の
異
な
る
封
筒
を
何
種
類
か

用
意
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
種
類
を
多

く
す
る
の
は
賢
明
で
は
な
い
。�

　
当
館
の
文
書
保
存
用
封
筒
に
は
、
写
真
１
の
よ
う

な
印
刷
が
し
て
あ
る
。
記
入
欄
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、

必
ず
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
文
書
群
名
（
○

○
家
文
書
な
ど
の
呼
称
）・
請
求
番
号
・
数
量
の
三

つ
で
、
他
は
適
宜
省
略
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
管
理

上
・
利
用
上
の
留
意
点
な
ど
が
あ
れ
ば
必
ず
書
く
こ

と
に
し
て
い
る
。�

　
封
筒
に
入
れ
た
あ
と
の
安
置
（
排
架
）
の
方
法
に

は
、
立
て
る
か
寝
か
す
か
、
そ
の
ま
ま
置
く
か
、
文

書
保
存
箱
に
入
れ
る
か
、
な
ど
、
い
く
つ
か
の
選
択�

写真１�

写真２�

写真３�
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新
潟
県
立
文
書
館
は
日
本
海
に
そ
そ
ぐ
雄
大
な
信

濃
川
を
西
に
見
な
が
ら
県
立
「
と
や
の
潟
公
園
」
に

隣
接
す
る
地
に
立
つ
、
現
代
的
な
風
貌
の
複
合
館
で

あ
る
。�

　
入
口
は
県
立
図
書
館
と
一
緒
で
、
二
階
に
文
書
館

閲
覧
室
と
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。�

　
一
階
で
は
文
書
館
・
図
書
館
の
書
庫
が
広
い
ス
ペ�

ー
ス
を
占
め
、
中
に
入
る
と
天
井
の
高
さ
に
目
を
見

張
る
。
現
在
の
書
架
が
一
杯
に
な
れ
ば
、
そ
の
う
え

に
同
様
の
書
架
を
設
定
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

ア
ル
カ
リ
ガ
ス
成
分
除
去
装
置
を
設
け
て
コ
ン
ク
リ

ー
ト
壁
か
ら
の
ア
ル
カ
リ
成
分
を
除
去
し
て
い
る
。

自
慢
の
空
調
設
備
と
と
も
に
、
日
本
有
数
の
保
存
環

境
を
自
負
し
て
い
る
。�

　
二
階
に
上
が
り
文
書
館
閲
覧
室
に
入
る
と
、
白
鳥

が
飛
来
す
る
「
と
や
の
潟
」
が
一
望
で
き
る
。
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
部
屋
は
派
手
さ
は
な
い
が
、
静
か
で

落
ち
着
け
る
。
あ
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
「
白
鳥
の
見

え
る
文
書
館
」
と
い
う
名
称
を
提
案
し
た
と
い
う
が

そ
の
呼
称
に
ふ
さ
わ
し
い
閲
覧
室
で
あ
る
。
市
街
地

で
あ
り
な
が
ら
、
閑
静
で
周
囲
の
自
然
と
建
物
が
み

ご
と
に
調
和
し
て
お
り
、
公
文
書
等
の
記
録
遺
産
を

未
来
に
向
け
保
存
す
る
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を

備
え
た
文
書
館
で
あ
る
。�

　
新
潟
県
立
文
書
館
は
、
新
潟
県
史
編
纂
（
一
九
七

六
〜
九
一
）
の
過
程
で
収
集
し
た
資
料
を
中
心
に
一

九
九
二
年
に
開
館
し
た
。
図
書
館
・
生
涯
学
習
推
進

セ
ン
タ
ー
を
含
む
全
施
設
が
教
育
委
員
会
の
管
轄
で

あ
り
、
複
合
館
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
努
力
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。�

　
文
書
館
の
所
蔵
資
料
は
公
文
書
、
古
文
書
、
県
史

編
纂
の
た
め
の
複
製
資
料
、
新
聞
資
料
、
な
ど
で
あ�

は
、
こ
の
方
法
も
う
ま
く
は
い
か
な
い
。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
封
筒
に
「
入
れ
る
」
と
い
う
発
想
は

捨
て
て
、「
包
む
」
と
い
う
方
法
に
切
り
換
え
る
の

が
適
当
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
き
め
に
切
っ
た
薄

い
和
紙
で
文
書
を
包
む
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
こ
れ

だ
け
で
も
、
文
書
の
出
し
入
れ
で
生
ず
る
破
損
の
危

険
性
は
、
だ
い
ぶ
減
少
す
る
。
も
う
少
し
手
間
を
か

け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
中
性
紙
の
厚
紙
で
「
帙ち

つ

」

を
作
る
や
り
方
も
あ
る
（
写
真
４
）。
た
だ
し
、
こ

れ
に
は
若
干
の
慣
れ
が
必
要
で
あ
ろ
う
。�

　
文
書
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
予
想
外
な
形

状
の
も
の
に
出
く
わ
す
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
保

存
装
備
に
関
し
て
言
う
と
、｢

そ
の
文
書
に
無
理
な

力
が
加
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」、｢

文
書
の
〈
姿
勢
〉

を
正
し
く
し
て
や
る
」、
と
い
う
原
則
を
忘
れ
さ
え

し
な
け
れ
ば
、
何
が
最
善
か
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困

難
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
　
　
　
　（
長
沢
　
洋
）�

写真４�
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る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
特
筆
さ
れ
る
こ
と
は
完
結
後
三

○
年
を
経
過
し
た
長
期
保
存
文
書
で
原
課
が
「
非
現

用
」
と
し
た
文
書
を
管
理
委
任
さ
れ
、
文
書
館
に
移

管
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
文
書
館
開
館
時
点
か
ら

移
管
が
開
始
さ
れ
、
一
九
九
八
年
ま
で
に
明
治
期
以

降
の
旧
長
期
保
存
文
書
約
七
○
○
○
点
が
移
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
「
新
潟
県
公
文
書
簿
冊
目
録
」
に

掲
載
さ
れ
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
。�

　
古
文
書
は
、
現
地
保
存
の
方
針
を
尊
重
し
な
が
ら

収
集
も
行
っ
て
い
る
。
新
潟
県
が
全
国
有
数
の
古
文

書
包
蔵
量
を
持
つ
と
言
わ
れ
な
が
ら
大
量
の
県
内
関

係
資
料
が
東
京
等
の
大
学
や
研
究
機
関
に
流
出
し
た
。

こ
の
資
料
散
逸
の
実
態
か
ら
県
民
の
記
録
遺
産
を
ど

う
復
元
し
て
い
く
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
積
極
的

な
資
料
収
集
の
根
拠
と
も
な
っ
て
い
る
。�

　
新
潟
県
立
文
書
館
は
教
育
普
及
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
古
文
書
解
読
講
座
や
歴
史
資
料
活
用
講
座

（
教
職
員
）、
県
史
講
座
、
公
文
書
等
利
用
講
座
（
県

市
町
村
職
員
）
な
ど
多
く
の
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま

す
」
や
「
そ
れ
く
だ
さ
い
―
あ
な
た
が
つ
く
っ
て
い

る
文
書
が
歴
史
資
料
か
も
し
れ
な
い
―
」（
県
庁
職

員
用
、
写
真
参
照
）
は
や
さ
し
い
記
述
で
文
書
館
の

し
ご
と
を
説
明
し
、
文
書
作
成
者
に
そ
れ
が
将
来
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
（
永
久
保
存
資
料
）
に
な
り
う
る
こ
と�

を
啓
蒙
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
公
文
書
等
の
収

集
を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
身
近
で
利
用
し
や
す

い
文
書
館
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
共

感
で
き
る
。
こ
う
し
た
地
道
な
普
及
活
動
は
わ
れ
わ

れ
も
参
考
に
し
た
い
と
考
え
る
。�

　
新
潟
で
は
新
潟
県
史
料
保
存
連
絡
協
議
会
（
新
史

料
協
）　
が
文
書
館
設
置
と
同
年
の
一
九
九
二
年
に

は
す
で
に
発
足
し
て
い
る
。
新
潟
は
郷
土
研
究
グ
ル

ー
プ
の
活
動
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
新
潟
県
立
文
書
館

の
活
動
も
広
い
す
そ
野
に
立
脚
し
て
い
る
。
新
史
料

協
の
活
動
を
含
め
、
新
潟
県
立
文
書
館
の
活
動
は
史

料
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
る
わ
れ
わ
れ
広

島
県
の
指
針
に
も
な
る
。
お
お
い
に
今
後
の
活
動
を

注
目
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　 
（
数
野
　
文
明
）�

も
ん
じ
ょ
か
ん�

平
成
十
二（
二
〇
〇
〇
）年
三
月
二
十
五
日
発
行�

編
集
発
行
　
広
島
県
立
文
書
館�

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
―
四
七�

電
　
話
　
〇
八
二
―
二
四
五
―
八
四
四
四�

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
八
二
―
二
四
五
―
四
五
四
一�

印
　
刷
　
柏
村
印
刷
株
式
会
社�

■
開
館
時
間�

�

　
＊
月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
17
時�

　
＊
土
曜
日
　
　
　
９
時
〜
12
時�

■
休
館
日�

　
＊
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
振
替
休
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＊
年
末
年
始
（
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月
28
日
〜
１
月
４
日
）�

■
交
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＊
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
よ
り
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ス
（
広
島
港
行
き
）�

　
　
又
は
路
面
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（
紙
屋
町
経
由
宇
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行
き
）�

�

　
　
い
ず
れ
も
、
広
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五
百
ｍ�
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